
フトウェア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。 


添付のメディアについて （—3 16ページ) 

EXPRESSBUILDER (-3 1 8^- ^').…… 

Exp 「 essPicnic (— 323ページ） . 


本装置に5忝付の 「 EXPRESSBUI 1_ DER 」 DVD に!]又 
められているソフトウェアについて紹介します。 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 につ 
いて説明します。 

シームレスセツトアップ用パラメータファイルを 
作成するツール 「 ExpressPicnic 」 について説明し 
よ ^I 〇 


本装置用バンドルソフトウェア （—330 ページ） . 本装置にインストールするバンドルソフトウェア 

について説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウェア （—340 ページ） . 本装置を監視 • 管理するための管理 PC にインス 

卜ールするバンドルソフトウェアについて説明し 
On 9 〇 


ONL-51 0.001 03-R1 4 〇 a4-0 〇〇 -03-08 1 〇 
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添付のメディアについて 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 DVD には、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや各種 
バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の機能 
をより多く引き出すことができます。 

n -〇 「 EXPRESSBUILDERJDVD は、本装置の設定が完了した後でも、 0 S の再インス!-ール 
emm や bios のアップデートなどで使用される機会があります。また、装置障害時の保守作業に 
おいても使用されますので、なくさないように大切に保存しておいてください。 



* コンソールレスで操作する場合。 COM ポートも使用可能。 
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CD ドライブ装備の管理 PC を使用したいとき 


EXPRESSBUILDER は DVD にて提供してし、るため、 DVD ドライブ装備のマシンでないと各 
種ソフトウェアのインストールをすることができません。 CD ドライブ装備のクライアント 
マシンへソフトウェアをインストールしたい場合は、次のような手順にて、いったん CD-R 
等へコピーしてから使用してください。 

I n -〇 本手 II 頃は、クライアントへソフトウェアをインストールする目的に限り、 cd 1枚分のみコ 

smrn ピーすることができます。 

1. 本装置など、 DVD が読み込める装置へ EXPRESSBUILDER をセットする。 

2. オートランメニューが起動した場合は終了させる。 

3. エクスプローラから、 EXPRESSBUILDER DVD に格納された以下のファイル-フォルダをハー 
ドディスクへコピーす る。 

¥(ルートフォルダ） 

I 

+— ¥001: version.xml をコピー 

I 

+ ---- ¥ar_menu 以下すベて 

I 

+ ¥doc 以下すベて 

I 

+ ---- ¥win 以下すベて 

4. 手順 3にてコピーしたファイル • フォルダをそのままのフォルダ構造にて CD-R へコピーする。 
コピーするときは、ルートフォルタ'を一致させてください。 

5. CD-R へのコピーが完了したら、手順3にてコピーしたハードディスク上のファイル • フォルダは 
すべて削除する。 

6. 手順 4で作成した CD-R を CD ドライプ装備のクライアントマシンへセットする。 

7. エクスプローラから、 CD 内の以下のファイルを実行する。 

¥001 ¥ar_menu¥autorun_menu.exe (32bit エディシヨンの場合） 
autorun menu x64.exe (64bit エディションの場合） 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、〇 S のインストール、装置のメンテナンスなどをするためのソフトウェアです。 
EXPRESSBUILDER から〇 S をインストールする際には、インストール対象のハードディスクドライブ（ま 
たは RAID システムの論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 


各メニューの起動について 


EXPRESSBUILDER を本装置の DVD ドライブにセツトして起動すると、以下のようなメ 
ニューが起動します。 


Boot selection 

Os instaLLation *** defauLt ***. ① 

Maintenance TooLs(NormaL mode ). ② 

Maintenance TooLs(Redirection mode ). ③ 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


叫！^] 


し一碰尺して、「次へ」ボタンを押して沈さい。 

-ルす^!合は、「シ_ 

XPRESSBUILDER を終了する」を逞択してください。 

^シームレスセットアップを実行する 


广 EXPRESSBUILDER を終了する 


©次へ 


p-OB^ 

• 本ツールは Configuration Tool であり、 Windows PE 2.0 を使用しています。 720 寺間 
継続して使用すると自動的に再起動されますのでご注意ください。 

• Windows PE 2.0 を使用した Configuration は、 Windows Server 2003 (32 bit ) お 
よび Windows Vista Business (32- bit ( x 86)) のみをサポートしており、それ以外の 
動作は保証しておりません。 

このメニューから、〇 S インストールのための「シームレスセットアップ」（導入編参照） 
や、以下のような機能をキックすることができます。 

a ) Windows 用 OEM - Disk を作成する 

Windows のマニュアルセットアップで必要となる〇 EM - Disk を作成します(導入 
編ーマニュアルセツトアップ参照)。 


318 
















b ) Linux 用ドライバディスクを作成する 

Linux のインス I ル時に必要となるドライバディスクを作成します。 Linux 用ド 
ライパディスクは、シームレスセットアップの途中で作成することもできます。 

c ) Linux Recovery パーティションを作成する (Linux サービスセット用） 

Linux Recovery パーティションには、インストールディスクの IS 〇フォーマット 
イメージファイル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモジュールが 
格納されます 。 Linux Recovery パーティションは、 BTO (工場組み込み出荷)時の 
ハードディスク内に予め作成(サイズは約 5 GB ) されていますが、 RAID 再構築など 
でパーティションを新規作成する場合は 、 Linux Recovery パーティションの作成 
が必要になります。なお 、 Linux Recovery パーティションはシームレスセット 
アップの途中で作成することもできます。 

ハードディスクドライプの接続や RAID システム構成を確認し、正しく認識されている状 
態で Linux Recovery パーティションを作成してください。 

Linux サービスセットについて 

「 Linux サービスセット」は、 Linux (ディストリビューション)とサボートサービス 
などを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安心してお使いいた 
だけるようにする製品です。システムの運用性 • 信頼性向上とシステム管理者の 
負荷軽減の実現のために、下記の各種機能やサービスを提供しています。 

• 設定時や障害時の問題解決を支援するサポートサービス 
• 導入時の作業時間を大幅に削減する BT 〇インストール出荷 
• 出荷対象の全ての 0 S •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安心して 
運用していただける環境を提供 

• 製品出荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報 • アップデート手 
順を提供 

• 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼働監視ツールを提供 

「 Linux サービスセット」の詳細については、以下の Web サイトをご覧ください。 
http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

d ) RAID のコンフィグレーション情報をセーブ/□ー ドする 

RAID コントローラ上の RAID コンフィグレーション情報を保存したり、復元した 
りすることができます。 

e ) EXPRESSBUILDER (こドライノ\'を □— ドする 

通常は使用しません。オプション製品を追力□した場合に使ラときがあります(導入 
編一応用セットアップ参照)。 
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② Maintenance Tools(Normal mode ) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 



このメニューから、以下のような保守用の機能をキックすることができます。各機能の 
詳細については、運用 • 保守編の保守ツールの章を参照してください。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) BIOS/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 

c ) ROM-DOS Startup FD 
ROM-DOS 起動 FD を作成します。 

d ) 丁 est and diagnostics 
システム診断を起動します。 

③ Maintenance Tools (Redirection mode ) 

本項目は、 BIOS コンソールリタ'イレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて操作 
する場合にのみ選択してください。 

リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択してください。 



このメニューからキックできる機能は、②のメニューからキックできるものと同等で 
す0 
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オートランで起動するメニ 


Windows 2000 + IE 6.0、 WindowsXP 、 

Vista または Windows Server 2003 が動 
作しているコンピュータ上で添付の DVD 
をセットすると、オートラン機能により 
自動的にメニューが起動します。 

セットしたタイミングによって 
は、自動的に起動しない場合があ 
ります。そのような場合は、エク 
ス プロー ラから「マイ コンピュー 
夕」を選択し、セットした DVD ドラ 
イブのアイコンをダブルクリック 
してく ださし、。 

メニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウェアのインストールやオン 
ラインドキュメントを参照することができます。 

■ I ； オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。こ 
|ヒン jT | のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Adobe Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Adobe Reader がインストールされていないときは、 
あらかじめ Adobe システム社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストールし 
ておいてください。 

メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、右ク 
リックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目 
は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選 
択できません。適切なシステム • 権限で実行してください。 

I n-0 dvd をドライブから取り出す前に、メニューおよびメニューから起動したオンラインド 
キユメント、各種ツールは終了させておいてください。 


ドライバディスク ( Linux 向け)の作成 

以下の手順で、才一トランで起動するメニューからドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
ことができます。 

1.1.44 MB フォーマット済みの 3.5 インチ空きフロッピーディスクを1枚用意する。 

2. オペレーティンク'システムを起動する。 

3. 「 EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライプにセットする。 

メニューが起動します。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Menu Items 


fT) rK 本ュメ - 




© Windows をセットアップする 
© ドライバディスク ( Windows 向け)を作成する 
© ドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
© ソフトウェアをセットアップする 



②メ: 

ニューを閉じる 
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EXPRESS BUILDER 


NEC EXPRESSBUILDER 

Menu items 

© ドキュメントを読む 
© Windows をセットアップする 
© ドライバディスク ( Windows 向け)を作成する 


4. [ドライバディスク ( Linux 向け)を作成す 
る]をクリックし、ディストリビューシヨ 
ン [ R 140 a -4 向け]を選択する。 

右クリックで現れるメニューでも同様 
の操作ができます。 


5. メッセージに従ってフロッピーディスクをフロッピーディスクドライプにセットし、[〇 K ] をク 
リックする。 

手順4で選択したディストリビューシヨン用のドライバディスクが作成されます。作成したドラ 
イバディスクはライトプ□テクトをかけて、ラペルを貼って大切に保管してください。 


H : 

IE 

1 = 
<E<X<E 
R- 5 7- 7- 

iiIn 

1 .E 

leLlseLll 
prprprpr 
nternternternter 
E E E E 
HatHatHatHat 
RedRedRedRed 


^ u u 

= 画 


©© 
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ExpressPicmc 

「 Exp 「 essPicnic @」 は、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで使用する「パラメータファイル」 
を作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したパラメータファイルを使ってセットアップをすると、 
いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインス I -ールから各種ユーティリティのインストールまで 
のセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときに前回と同じ設定でインス!-ールするこ 
とができます。「パラメータファイル」を作成して、 EXPRESSBUILDER からセットアップすることをお 
勧めします。 

フロッピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブをご用意ください。 

I h-O Windows Server 2003 用の「パラメータフアイル」のみ作成できます。 Windows 
Server 2003 x 64 Editions 用/ Linux 用のパラメータフアイルは作成できません。 

■: 「パラメータファイル」がなくてもシー厶レスセットアップは可能です。また、「パラメータ 

ファイルの入った FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中で作成または 
- 修正することもできます。 


バラメータフアイルの作成 


〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「パラメータファイル」を 
作成します。以下の手順に従ってください。 

パラメータファイルの作成中は、絶対に [ EXPRESSBUILDER]DVD をドライブから取り 
出さないで < ださい。 


• ExpressPicnic は PC98-NX シリーズ • PC- 9800 シリーズ • PC-AT 互換機で動作します。 

• ExpressPicnic は次の〇 S 上で動作します 0 

— Windows Server 2003 x64 Editions, Windows Server 2003 
- Windows Vista ( ユーザァカウント制御 （ UAC) は無効にしてくださし、） 

— Windows XP x64, Windows XP 

1. 〇 S を起動する。 

2. 添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライプにセットする。 

3. 画面 上で 右 クリックするか、 [Windows 

をセツトアップする]を左クリックする。 NEC EXPRESSBUILDER 


Menu items 

声 

© ドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
© ソフトウェアをセットアップする 

@メニューを閉じる 




■L 

\TyT\ 
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4. [ExpressPicnic] をクリツクする。 


NEl - EXPRESSBUILDER 

Menu items 


© ドキュメント 

Winrlrf 右一.、丄 TT,、,一f+X 、 

^ -Nt I hrameworK ㈣二 u 冉沛布可能パッケージ (x64) のインストル 

Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86) のインストール 
システムのアッブデート 

0 ソフトウェアをセットアップする 

⑱メニューを閉じる 




5. パラメータの ロード 画面が表示された 
ら、[パラメータを口ードしない]の 
チェックボックスがオンになっているこ 
とを確認し[次へ]をクリックする。 


-InUi 

EXPRESSBUILDER 


NEC 


Stepp^|^^ 

Exp— では、 J 、♦ラメー幻ァイ⑽作成^び修正抓ぼす。 

翳 S 歆獄濃觀讓 


® パラメ'-^ K ド* UtU 


i 合は、「ノ、♦ラメ'-知-ドする」を逞択し、ノ、♦ラトタ方ィルの，、♦スを入力して游ぃ。 

-碑 


©次へ 



6 . 〇 S を選択する。 

[Windows (32bit エディション）をイン 
ストールする]を選択して、[次へ]をク 
リックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step J 0810 ^ 


ィンストールする os 魏択して 

「±i£l^KDo 迷インスト'-ルする」® M 折すると、 raid 梅築のみ実施して終了します〇 



**© ©次へ ©TOP へ 

Version 5.XX-XXX.XX 
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7. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定 
内容を確認し、必要なら修正を行ってが 
ら[次へ]をクリックしてください。 


w-oira 

ExpressPicnic では、[接続されてい 
る全物理デバイスの台数]は RA 旧コン 
卜□ーラがサボートしている上限値に 
なっています。「論理ドライブを作成す 
る物理デバイスの台数」と「ホットスぺ 
アに指定される物理デバイスの台数」の 
合計が、「対象装置に接続されている全 
物理デバイスの台数」を超えないように 
注意してください。 


8 . 




論理ドライブの作成には、同型番の物 
理デバイスしか使用できません。 

メディアとパーティションの設定をす 
る。 

[メディアとパーティションの設定]画面 
が表示されます。設定内容を確認し、必 
要なら修正を行ってがら[次へ]をクリツ 
クしてください。 


w-O 

參 Wi 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step l!®W (1 , 

r を画■♦瓣 

論理ドライプを作成するための J 、♦ラメータを設定してください。 RAID コントロ'-ラを使用していな1、埔合は、 

「論理ドライ:7補槪スキップする」を遥折し「次へ」ポタンを押してください。 

なお、 S 存織理ドライプをそのまま使用する埸合は、「論理ドライブ⑽魅スキッゴする J を離し「次へ」ポタン柳して游い。 


' 次の設定で論理ドライづ 
RAID コントロ'-う 


論理ドライプを作成する物理デノ イスの台数 


ホットスべ71コ皆定 an る物理力、.イス辦数 
使用しな t 、物理デノ、"イスの棚 


;る：' 


ぶ 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


^ep l^fH IT ' ：1雜の3… 

インス!—ルするメディアと、インストール先のシステムドライブを指定してくだ改)〇 
…通用可能な s«vi« ? a dd こスて13、「ユーザ'-ズガイド」を参照してくだ 3U 

「既存のノトティシヨンを使用する」を逞折した場合、ディスクの1番目（先頭〉のパー： 

「心ストールメディアの指定一 
Wifl«W7 ァミリ.エディシ g ン 


トティシ3ンへ嫩インストールします。 


:| Windows Server 2003 Standard Edi 


ヰ'-ポードレイアウト 




ノステムドライプの設定一 
既存のバーティ，>3ン粗 
新規に作成する（ディス i 
〇 ディスクの全領域を 
汉サイズを指定する 


E 使用する谋1 
スクの内容は、- 


; li トティシクリア ant す〉 
すべてクリアす〉- 


»*© ©*■ 


©TO 




indows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセットアップでサービスパッ 
クを適用しないでください。 

サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後 、 Windows Server 
2003 R 2 DISC 2を適用してから「システムのアップデート」にてサービスパックを適用 
してください。 

パーテイシヨンサイズについて 

一 OS をインストールするパーティシヨンは、必要最小限以上のサイズを指定してくださ 
い (43 ページ参照)。 

一接続されている八ードディスク以上の容量は指定しないでください。 

一 RAID 構成で2,097，144 MB 以上の論理ドライブは作成できません。 

「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択したとき、ディスクの内 
容はすべてクリアされますのでご注意ください。 
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»rOB^ 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使用する」を選択すると、 
最初のパーティションの情報はフォーマツトされ、すべてなくなります。それ以外のパー 
テイシヨンの情報は保持されます。下図は、情報が削除されるパーティションを示してい 
ます。 


第1パーティション 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティシヨ 
ンを残したまま再インス!-ールすることはできません (43 ページ参照)。 「 Windows シス 
テムドライブの設定」で「既存ノ V ° —テイシヨンを使用する」を選択しないでください。 


9. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。 
ユーザー情報を入力して[次へ]をクリツ 
クしてください。 



コンピュータ名および使用者名の入力 
は必須です。 

パラメータファイルを口ードした場合 
や、 Step 6 以降の画面から Step 5 に画面 
を戻した場合、 「 Administrator パスワー 
ド」および 「 Administrator パスワードの 
確認」に値を設定していない場合でも 
「######」が表示されます。 



10. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプロトコルの設定]画面が 
表示されます。設定内容を確認し、必要 
なら修正を行つてが6[次へ]をクリック 
してください。 

カスタム設定での登録順は、 LAN ポー 
卜の番号と一致しない場合がありま 
す。 
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1. 参加ドメイン 
る。 


ワークグループを指定す 


[参加ドメイン • ワークグループの指定] 
画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を行つ 
てがら[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ste P ||] 料 ，瞬备■♦贿 

(入力4能な文 A は、ァヵゥン l4 は324截千〈半角のふ、バ iV 陆4文宇以下です〉 
ドメインに参加しな L 谰合は、「ワークグループに参加する」を逞択し、「次へ」ボタンを押じ C ください。 


® ワークヴル'-プに参: 
クークグルづ名: 


:る 


⑰ TOP へ 


12. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設定]画面が表示され 
ます。設定内容を確認し、必要なら修正 
を行ってから[次へ]をクリックしてくだ 
さし、。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step li | Jk hro ]^ 1 ィ + 】 ,；r, . 


インストールする Window ンボーネントを還折 u て從技、。 


「アブガーン 3：^ T - ハ- 

[□ イ:^ーネットイ:^メー>9ンサ-ビス 0B) ブ H | 


.管理とモニタン'■ル- 

簡易ネットワ'-ク魏プ[ 


詳細設定」 


厂ネットワートビス- 

□ 職 TCPIPtl ■-ビス 
H 動ホスト構成プロト ZU レ (DHCP) 

□ ドメインネ-ムシステム (DNS) 

□ WindowT：^- ネットネームサービス (WINS) 


-その他のネット 
n Macintosh^ 


ネットワー:^ィル御附-ビス— 
itoshffl ファイルサービス 
' Xlacinroihffl 印刷サービス 
1 UNKffl 印刷サービス 


'TO 


夠デフ：! 


13. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示さ 
れます。設定内容を確認し、必要なアプ 
リケーシヨンを選択して[次へ]をクリツ 
クしてください。 




NEC 


EXPRESSBUILDER 


1 参加ドバン ■コンポー 丨 ■ アプリケー ! ■パラメータ 

ste P "ぷフ『 |瞬 §] _♦ |のトブ 

インストールするアブ J ケーン3ン纖尺してください。 

• ESMPRO/SerwAgent のインストールには、簡易ネットワーク管理ゴロトコル (SNMP) の設定が必要です。 

• エクスプレス通報サービスは、 ESMPRO/ServerAg^t をインストールする埸合のみ逞折できます。 

•EXPRESSBUILDERI こ 含まれていなI、ディスクドライノ诗使用する埸合は、「穴容量記愤装蛋用 OEM-Disk の適用」を逞折してくだ3い。 
• 「追加アブ J ケーンヨンのインストール」については、「ユーザ'-ズガイド」を参照じ?:ください。 


大容量記悄装蛋甫 5iM-Disk( 
追加アブ J ケーシ a ンのイン; 


适加》| 

«fim I 




NEC からのお知6せ 

Universal RAD Utility 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 

Microsoft Visual C++ SP1 再配布可能) 


@ デフォルトへ霣す 
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■一 HE] 

• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シー厶レスセットアップの最後にあらかじ 
め指定された任意のアプリケーションを自動でインストールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ]- シリーズを選択-対応するバー 
ジョンの[重要]を選択-[追加アプリケーションのインストールについて]を参照してくださ 

い。 

• 情報提供ツール 「 N EC からのお知らせ」について 

-インストールメディアの設定において、以下のエディションを選択した場合にのみ、表 
示されます。 

— Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 200 3 R 2, Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされません。 

-情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場合、[選択されたアプリ 
ケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選択し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアブ 
リケーション]に移動していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合は「システムのアップ 
デート」でインストールしてくださし、。 

-情報提供ツール「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書「情報提供ツール 「 NEC 
からのお知らせ」 （338 ページ）」をご覧ください。 

14. パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されま 
す。 

「パラメータをセープする」を選択し、 

フォーマット済みフロッピーディスクを 
セットした後、パラメータファイルのパ 
スをボックスへ入力し、[次へ]をクリッ 
クします。 

パラメータファイルのパスおよびファ 
イル名に日本語は使用しないでくださ 
い0 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

参加ド H ン （1 コンポー fl アプリケー 「■/ 

ste P シフ & ンの H 

《ラトタ| 

「ノ、♦ラメータ杜ープする」棚折い、♦ラメータファィ卿、♦ス力して 


> 、♦ラメー梵セづ ua 、埔合は、、♦ラメー梵セづし饥 、J 麵択じ 


〇パラメ-5杜づしない 
汉バラメータを t -プする!_ 

鹄 _ 

•る© ©次へ 

吻 TOP へ 


Vexsion5.XX-XXX.XX 
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15. フロッピーディスクに保存する。 


「パラメータファイルの入った FD 」が作成 
できました。 

[はい]をクリックし、パラメータファイ 
ルの作成を終了してください。 



■ nyf\ 

既存の情報ファイル（パラメータファイル）を修正する場合は、[パラメータの口ード]画面 
で、パラメータを口ードするをクリックしてください。ヘルプを参照して情報ファイルを修 
正してください。 


途中で終了する場合は、画面右上の [ ra ] をクリックしてくださ 


い0 
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本装置用バンドルソフトウェア 

本装置にバンドルされているソフトウェアの紹介およびインストールの方法について簡単に説明します。 
詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent(Windows 版) 


ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールするサーバ監視用アプリ 

ケーシヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができま 
す。ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインス 
トールの手順を説明します。 

■ I ： 運用上の注意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインドキユメ 
|レ、^ T | ント 「 ESMPR 〇 / ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載しています。 
- ご覧ください。 

インス I ル前の準備 


ESMPR 〇/36「ソ6「六96巾(\^1^〇\^版)を動作させるためには対象〇3の丁〇卩/卩と丁0卩/卩関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの 設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する「ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの 設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
361^^「1\/|311396「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」か6変更し 
た場合は、 ESMPR 〇“ ㊀ 〜 ㊀ …日阳〇 ㊀ 卩側で新しく設定したコミュニティ名と同じ名前を入力 
します。 
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インストール 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
卜ールは$忝付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD を使 
用します。本装置の 0 S が起動した後 、 Autorun 
で表示されるメニューから[ソフトウェアをセッ 
トアップする]— [ ESMPRO ] —[ ESMPRO / 
ServerAgent ] の順にクリックしてください。以 
降はダイアログボックス中のメッセージに従って 
インストールしてください。 

| «-〇 アドミニストレータの権限を持ったアカウ 
ントでシステムに□グインしてください。 


ネットワーク上の CD - RW / DVD - ROM 装置から実行する場合は、ネットワークドライブの割 
り当てを行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコ 
ンピュータからは起動しないでください。 

アップ デートインストールについて 

L^Ll ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 

ESMPR 〇 / ServerAgent が既にインストールされています。 

メッセージに従って処理してください。 


インス I -ール後の確認 

巳31\/^8〇/36「ソ6「み96巾(\/\/1|^〇\^版）をインス I ルした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを確認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2 . イベントログを開く。 

3. イベントログに ESMPR 〇 /ServerAgent(Windows 版)の監視サービスに関するエラーが登録され 
ていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめからイン 
ストールし直してください。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Menu items 



1メントを読む 

lows をセットアップする 


^1ソフトウェアをセットアップす 



関連ユーティリテ ^ T 
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ESMPRO / ServerAgent(Linux 版) 


巳31\/^8〇/36「ソ6「ム96加（1_い1^版）は本装置にインストールするサーバ監視用アプリケー 
ションです。 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインス!ルするこ 
とができます。個別にインストールする場合には、本体装置に添付されている「インストレー 
シヨンガイド」を参照し、 ESMPR 〇 / ServerAgent をインストールしてください。 
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Universal RAID Utility 


Universal RAID Utility は、以下の RAD コントローラの管理、監視を行うアプリケーション 
です。 

• LSI MegaRAID ™ SAS PCI EXPRESS ™ ROMB 

• N 8103 -115 RAD コント□—ラ ( RAIDO /1/5/6, 512 MB キャッシュ） 

Universal RAID Utility のインストールおよび操作方法、機能については、添付の 
EXPRESSBUILDER に収録している 「Universal RAID Utility ユーザーズガイド」を参照して 
ください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインス I -ールされている場 
合があります。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Universal RAID Utility は、 EXPRESSBUILDER に収録している「シームレスセットアップ」 
を使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするアプリケー 
シヨンの選択で 、 [Universal RAID Utility ] を選択してください。 


Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを 
使用したセットアップ 

• Windows の場合 

[オートランメニュー]で Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを起動できま 
す。[オートランメニュー]で[ソフトウェアをセットアップする ]、 [Universal RAID 
Utility ] をクリックします。なお、 Windows の場合、下記のランタイムコンポーネントが 
必要です。 

— Microsoft .NET Framework 2.0 
— Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 
- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリ 

この 3 つのソフトウェアは、[オートランメニュー]でインストールできます。 

[Microsoft .NET Framework 2.0] と [Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language 
Pack ] をインス!ルするには、[オートランメニュー]で [ Windows をセットアップす 
る ]、 [.NET Framework Ve 「2.0 再配布可能パッケージ ( x 86) のインストール] ( x 64 の場合、 
[.NET Framework Ver 2.0 再配布可能パッケージ ( x 64) のインストール]をクリックします。 
[Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント]をインス 
卜ールするには、[才一トランメニュー]で [ Windows をセットアップする ]、 [Microsoft 
Visual C ++ 2005 SP 1 再配布可能パッケージ ( x 86) のインストール] ( CPU アーキテク 
チャに関わらず、 （ x 86) を使用します)をクリックします。 
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• Linux の場合 

Universal RAID Utility のインストールイメージが存在するディレクトリで、セツトアツ 
ププ□グラムを直接実行します。インストールイメージは、 EXPRESSBUILDER の以下 
のディレクトリに収録しています。 

/ BBB / Inx / pp/uraidutl 


BBB の部分は、 EXPRESSBUILDER 媒体番号 
5. AA - BBB.CC 
の BBB と同じ値です。 


ネットワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAID コントローラを搭載するコンピュータをネット 
ワーク経由で管理する機能をサポートしていません。 

ネットワーク経由で管理するには、 Windows のリモートデスクトップなど、リモートコン 
ソール機能を使用してください。 
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エクスプレス通報サービス (Windows 版 ) 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知することや、障害発生時に 
迅速に保守を行ラことができます。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらが 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェアメンテナンスサービスの契約、またはエクスプレス通報サービ 
スの契約 

本体のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 開局にあたって 

エクスプレス通報サービスを開局する際には、ご契約毎のご契約情報を記録した「エクス 
プレス通報サービス開局キーファイル」を、通報対象の装置に適用する必要があります。 
「エクスプレス通報サービス開局キーファイル」は、弊社での開局準備ができ次第、エク 
スプレス受付センターから提供いたします。ファイルの提供とその適用方法には、以下 
の2通りの方法があります。 

(1) ネットワーク経由でダウン□ー ド 

エクスプレス通報サービスを NEC サポートパック登録ホームページ、もしくはお客 
様登録のサイトからお申し込みの場合、お申し込みの手続きを実施いただき、弊社 
での開局準備完了後、「エクスプレス通報サービス開局キーファイル」を夕'ウン□一 
ドできます。夕'ウン□ー ド後、インストレーシヨンガイドに従い、「エクスプレス通 
報サービス開局キーファイル」を設定頂くようお願いします。 

(2) 通報サービスの通報開局 FD 

エクスプレス通報サービスを製品同梱の申込用紙もしくは契約書で申し込みの場合、 
お申し込み内容を確認し、弊社での開局準備完了後、エクスプレス受付センターよ 
り、「エクスプレス通報サービス開局キーファイル」を格納した「通報開局 FD 」 を送付 
いたします。お申し込み手続き後しばらくお待ちください。 

「通報開局 FD 」 到着後、インストレーシヨンガイドに従い、設定してください。 
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エクスプレス通報サービス ( Linux 版) 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 


エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• 監視対象サーバ 
メモリ： 20 MB 以上* 

空きディスク容量： 70 MB 以上* 

* エクスプレス通報サービス単体では、インストールできません。そのため、 
ESMPR 〇 / ServerAgent のインストールが必要です。 

• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由 
のエクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必 
要です。 


ソフトウェア 

• 添付の ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( LiriL ^© 

• 上記、 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Agent ( Linux 版） がサポートする Linux OS 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に以下の環境が必要です。 
ESMPRO / ServerManagei ^ + ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.9 以降 

* 監視対象となるサーバにインス I ルされている ESMPR 〇 / ServerAgent のパー 
ジョン以上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO/ServerAgentO 
バージョンが3 . 9の場合、バージョンが3 . 9以降の E SMPR 0/ 
36「ソ6「1\/|3旧96「が必要です。 
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セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本装置のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済み 
でないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。 

契約内容の詳細については、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

♦ 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 
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情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、購入された装置をご利用いただくうえで役立つ情 
報をご提供するツールです。 

本ツールは、以下のエディションに対してのみインストールされます。 

「ヒント 1 Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

Windows Server 200 3 R 2, Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされません。 

カスタムインストールモデルでのセツトアップ 

モデルによっては購入時に情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」があらかじめインストール 
されている場合があります。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD に収められて 
いる自動インストールツール「シームレスセツトアップ」を使ってインストールされます。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で情報提供ツール 「N E C からのお知らせ」をインストールする場合は、 
「 EXPRESSBUILDERJDVD 内のオンラインドキュメント 「Windows Server 2003インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「システムのアップデート」を適用してください。 
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情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストール手順 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をアンインストールする場合は、次の手順にしたがつ 
てください。 

1. [プログラムの追加と削除]画面を表示する。 

く標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューがら[コントロールパネル]をポイントし、[プログラムの追加と削除]をクリック 
する。 

くクラシックスタートメニューモードの手順〉 

スタートメニューがら[設定]をポイントし、[コントロールパネル]がら[プログラムの追加と削除] 
をクリックする。 

2. [現在インストールされているプログラム]一覧から情報提供ツール [ NEC からのお知らせ]を選択 
し、[削除]をクリックする。 



以降はメッセージに従ってアンインストールを行ってください。アンインス I -ール終了後、 
システムを再起動してください。 

続いて、以下の手順に従って[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除してください。 

3. ツールメニューの[お気に入り]がら[お気に入りの整理]を選ぶ。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

4. 項目から 「 NEC 」 フォルダを選択する。 

NEC フォルタ'に登録されている Web サイトー覧が表示されます。 

5. [ NEC からのお知らせ]を選択して、[削除]をクリックする。 

「ファイルの削除の確認」ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除してください。 

以上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 


ソフトウェア編 


339 















管理 PC 用バンドルソフトウェア 

本装置をネットワーク上から管理するための「管理 pc 」 を構築するために必要なバンドルソフトウェアにつ 
いて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネットワーク上の管理 PC か 
ら監視 • 管理するには、本装置にバンドルされている巳31\/^8〇/36〜6「1\/|3阳96「をお使いく 
ださい。 

管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 

■ I ： ESMPR 〇 / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

卜で説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインドキュメント 
「 ESMPR 〇 / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


DianaScope 


DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウェアです。 
DianaScope の機能やインス I ル方法についての詳細はオンラインドキュメントを参照し 
てください。 


お気(こ入り⑧ツ-ル①ヘルブ妙 


々戻る ▼ — - 3 @ぬ|这検索麄お気に入り效メディア1黾 ▼ ■ 崮_ 




アドレス必圈 http：//1 921 68.14.1 51 ：8080/dianascope/pages/commons/top.jsp 


▼J p 移肋1リン”」 


|\| Empowered by Innovation 

© グル - プー m グループ-賢 > Bemes > Blueberry 






iMl ^ li" 自^ 1 P'：-AM3I |_SHIFT-JIS I EUC-JP J UTF-8 j 



土 

SB ： 43: 29] 

System Date: [07/09/2004] 

Item Specific Help 


<Tab>, <Shift-Tab>, or 


Legacy Floppy A: [1.44/1.25 MB 3.5"] 

Legacy Floppy B: [Disabled] 

Hard Disk Pre-Delay: [Disabled] 

> Primary IDE Master [CD-ROM] 

> Primary IDE Slave [None] 

> Processor Settings 

Language: [English (US)] 

<Ente「> selects field. 


Help Select Item Change Values 

Exit Select Menu Select > Sub-M< 

Setup Defaults 
inu Save and Exit 


^1 1 lT 


綠点灯 
> DC オン 


|Prepare ro Boot 

|Power On Cnt Aim 

198時間 o 分 


本製品において DianaScope を使用するためにはサーバライセンスが必要です。本製品には 
以下のサーバライセンスが添付されています。 

— UL 1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server License ( l ) 

管理対象サーバを 1 台管理するためのライセンス 
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